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大分県警察山岳遭難救助隊設置要綱の制定について（通達）

近年、山岳遭難事故が頻繁に発生していることから、山岳地帯を管轄する警察署の遭難し

た者の捜索並びに救助及び救護活動に係る負担が増加傾向にある。

こうした状況に鑑み、別添のとおり「大分県警察山岳遭難救助隊設置要綱」を制定し、山

岳遭難事故が発生した場合に、迅速かつ的確な捜索並びに救助及び救護活動を行う大分県警

察山岳遭難救助隊を設置することとしたので、運用上誤りのないようにされたい。

（地域課雑踏警備・山岳・水難係）



別添

大分県警察山岳遭難救助隊設置要綱

第１ 趣旨

この要綱は、大分県警察山岳遭難救助隊（以下「山岳遭難救助隊」という。）の設置及

び運用に関し必要な事項を定めるものとする。

第２ 設置

生活安全部地域課に山岳遭難救助隊を置く。

第３ 任務

山岳遭難救助隊は、山岳において遭難した者の捜索並びに救助及び救護活動を行うこと

を任務とする。

第４ 編成等

１ 編成

山岳遭難救助隊は、隊長、副隊長及び隊員をもって構成する。

２ 隊長

(1) 隊長は、生活安全部地域課長（以下「地域課長」という。）をもって充てる。

(2) 隊長は、山岳遭難救助隊全般の業務を統括する。

３ 副隊長

(1) 副隊長は、生活安全部地域課次席をもって充てる。

(2) 副隊長は、隊長の任務を補佐し、隊員に対する教養・指導を実施する。

４ 隊員

(1) 隊員は、警備部機動隊長、大分南警察署長、別府警察署長、玖珠警察署長、竹田警

察署長、豊後大野警察署長及び佐伯警察署長（以下「機動隊長等」という。）が推薦

した者の中から地域課長が指定する。

(2) 隊員は、隊長及び副隊長の命を受け、前記第３に掲げる活動に従事する。

第５ 隊員の指定

１ 隊員の所属及び人数

隊員の所属別人員は、次の表のとおりとする。

所 属 人数

警備部機動隊 15人

大分南警察署 ７人

別府警察署 ７人

玖珠警察署 ３人

竹田警察署 ３人

豊後大野警察署 ３人

佐伯警察署 ５人

２ 機動隊長等の推薦

機動隊長等は、自所属の警部補以下の階級にある警察官の中から山岳に関する知識、

登山経験等を備え、山岳遭難救助隊員としてふさわしい者を山岳遭難救助隊員推薦・解

除上申書（第１号様式）により、地域課長に推薦すること。

３ 指定の通知



地域課長は、隊員を指定したときは、山岳遭難救助隊員指定・解除通知書（第２号様

式）により、機動隊長等に通知すること。

第６ 隊員の指定の解除

１ 機動隊長等の上申

機動隊長等は、隊員が異動又は疾病その他の理由により隊員としての活動が困難であ

ると認めるときは、山岳遭難救助隊員推薦・解除上申書により、地域課長に上申するこ

と。

２ 指定の解除の通知

地域課長は、山岳遭難救助隊員の指定を解除したときは、山岳遭難救助隊員指定・解

除通知書により、機動隊長等に通知すること。

３ 指定の解除に関する留意事項

山岳遭難救助隊員の指定の解除を上申するときは、速やかに後任の職員を推薦するこ

と。

第７ 名簿の備付け

地域課長は、山岳遭難救助隊員を管理するため、山岳遭難救助隊員名簿（第３号様式）

を備え付けること。

第８ 山岳遭難発生時の措置

１ 派遣要請

警察署長は、山岳遭難救助活動が当該警察署の体制のみでは対応できないと認めると

きは、山岳遭難救助隊派遣要請書（第４号様式）により、地域課長に山岳遭難救助隊の

派遣を要請すること。

２ 隊員の派遣

(1) 隊長は、山岳遭難救助隊の派遣を必要と認めるときは、山岳遭難の規模、態様等に

応じて派遣する隊員を選考し、要請を受けた警察署に派遣すること。この場合におい

ては、当該隊員が所属する所属の長に通知すること。

(2) 隊長は、隊員を派遣するときは、班を編成し、派遣する隊員の中から班長を指名す

ること。

３ 指揮権

派遣された山岳遭難救助隊員に対する活動の指揮は、派遣の要請を行った警察署長が

執ること。

第９ 教養訓練

隊長は、山岳遭難救助隊員の登山技術、救助技術等の向上を図るため、計画的に隊員を

招集し、必要な教養及び訓練を実施しなければならない。

附 則

この要綱は、平成26年12月１日から施行する。
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（ 所 属 長 名 ）
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第１号様式

　生活安全部地域課長　　殿

新
再

課･係 年齢生年月日
ふりがな

氏　名

山岳遭難救助隊員推薦・解除上申書

　下記の者について山岳遭難救助隊員の推薦・解除を上申します。

記

区
分



第 号

年　　月　　日

生活安全部地域課長

階 級 指定・解除年月日指定・解除の別課･係
ふりがな

氏　名

山岳遭難救助隊員指定・解除通知書

　下記の者を山岳遭難救助隊員として指定・解除したので通知します。

記

第２号様式

　（所　　属　　長）　　殿
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第４号様式

第 号

年 月 日

生活安全部地域課長 殿

警察署長

山 岳 遭 難 救 助 隊 派 遣 要 請 書

事 案 名

派遣要請理由

年 月 日（ 時 分ころ）から

要 請 期 間

年 月 日（ 時 分ころ）まで

派 遣 場 所

派 遣 人 員

そ の 他


